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巌

神

青 

 

浜辺ですいか割も 

 

研修は熊野神社にて 

 

 

第
八
回
目
と
な
る
親
子
禊
練
成
会
を
、
平
成
二
十

九
年
八
月
七
日
（
月
）、
宮
古
市
で
青
少
年
育
成
員
会

が
担
当
し
実
施
し
た
。 

 

本
年
は
、
本
事
業
実
施
以
来
初
と
な
る
海
で
の
開

催
と
し
、
総
勢
三
十
一
名
（
会
員
十
六
名
、
子
供
十

名
、
保
護
者
五
名
）
と
、
例
年
よ
り
少
数
と
な
り
天

候
も
小
雨
で
は
あ
っ
た
が
、
元
気
よ
く
海
で
の
禊
を

体
験
し
、
有
意
義
な
事
業
と
な
っ
た
。 

 

午
前
九
時
、
宮
古
市
熊
野
町 

熊
野
神
社
を
正
式

参
拝
、
山
根
高
夫
禰
宜
か
ら
講
話
を
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
同
社
務
所
で
開
講
式
、
岩
手
県
神
社
庁
理
事 

長
谷
川
瑞
彦
様
よ
り
祝
辞
を
賜
っ
た
。
講
義
は
、
地

元
宮
古
市
下
閉
伊
郡
支
部
の
菅
原
史
穂
子
常
任
委
員

が
「
神
社
と
わ
た
し
た
ち
」、
西
舘
眞
澄
地
区
委
員
が
、

「
禊
の
神
様
」
の
演
題
で
子
供
た
ち
の
目
線
で
講
義
、

浄
土
ヶ
浜
に
移
動
し
、
千
葉
常
任
委
員
が
道
彦
を
務

め
、
禊
を
実
施
し
た
。 

 

気
温
・
水
温
と
も
低
か
っ
た
が
、
禊
後
も
海
に
入

り
遊
ぶ
子
供
も
多
く
、
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
た
親

子
が
多
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。 

第
八
回
親
子
禊
練
成
会 

初
め
て
海
で
実
施 
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標
題
の
禊
錬
成
会
は
、
宮
城
県

神
道
青
年
協
議
会
が
主
管
し
、
五

月
三
十
日
か
ら
一
泊
二
日
の
日

程
で
、
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
並
び

に
菖
蒲
田
浜
海
水
浴
場
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
当
県
か
ら
十
八
名

が
参
加
し
た
。 

禊
場
に
選
定
さ
れ
た
菖
蒲
田

浜
海
水
浴
場
は
、
宮
城
県
神
道
青

年
協
議
会
が
禊
を
行
っ
て
い
る

縁
の
場
所
で
、
復
興
の
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
た
が
、
会
場
の
清
掃

活
動
な
ど
、
宮
城
県
会
員
の
気
配

り
が
感
じ
ら
れ
、
会
員
一
同
、
禊

行
に
専
念
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

例
年
の
通
り
禊
行
の
他
、
第
一

講
に
宮
城
県
護
国
神
社
権
禰
宜

の
大
沢
慶
尋
氏
に
よ
る
「
仙
台
藩

が
育
ん
だ
伊
達
な
文
化
」
、
第
三

講
に
東
京
都 

氷
川
神
社
禰
宜

の
守
谷
徳
之
氏
に
よ
る
「
こ
れ
か

ら
の
神
職
と
し
て
の
在
り
方
と

次
世
代
へ
の
継
承
」
の
講
義
が
あ

り
、
東
北
六
県
の
同
志
と
と
も
に

研
鑽
に
励
ん
だ
二
日
間
と
な
っ

た
。 

 

                           

標
題
の
親
睦
事
業
は
、
青
森
県

神
道
青
年
会
が
主
管
し
、
十
一
月

二
十
日
に
弘
前
市
民
体
育
館
に

て
開
催
さ
れ
、
当
県
か
ら
十
二
名

が
参
加
し
た
。 

今
回
は
氷
上
で
行
う
「
カ
ー
リ

ン
グ
」
で
は
な
く
、
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
の
床
の
上
で
気
軽
に
楽
し
め

る
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」
の
競
技
を

通
し
親
睦
を
深
め
た
。
会
員
は
他

単
位
会
と
混
合
チ
ー
ム
と
な
り

チ
ー
ム
内
の
青
森
県
会
員
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
競
技
を
進
め

た
。
競
技
で
は
、
狙
っ
た
場
所
に

ス
ト
ー
ン
を
投
げ
る
技
に
難
儀

し
な
が
ら
も
、
成
功
し
た
時
に
は

チ
ー
ム
の
仲
間
と
と
も
に
喜
び

な
が
ら
約
三
時
間
に
わ
た
り
汗

を
流
し
た
。 

競
技
終
了
後
は
ア
ソ
ベ
の
森

い
わ
き
荘
に
会
場
を
移
し
表
彰

式
と
懇
親
会
を
開
催
。
優
勝
者
に

は
青
森
県
名
産
の
リ
ン
ゴ
が
賞

品
と
し
て
授
与
さ
れ
た
。 

   

東北六県神道青年協議会 禊錬成会 

  

東北六県神道青年協議会 親睦事業（カローリング大会） 
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近
年
で
は
恒
例
の
行
事
と
な

っ
て
い
る
衆
議
院
議
員 

藤
原

崇
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
国
政

報
告
会
は
、
八
月
二
十
七
日
に
北

上
市
内
居
酒
屋
に
て
行
わ
れ
た
。

そ
の
際
、
衆
議
院
の
解
散
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
神
政
連
県

本
部
長
か
ら
も
早
急
に
協
力
体

制
を
整
え
る
よ
う
指
導
を
賜
っ

た
矢
先
の
解
散
で
あ
っ
た
。 

九
月
二
十
八
日
解
散
、
十
月
十

日
公
示
、
十
月
二
十
二
日
投
開
票

 

と
い
う
慌
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
あ
っ
た
が
、
県
本
部
の
指
導
の

下
、
青
年
隊
と
し
て
支
援
活
動
に

邁
進
し
た
。 

結
果
は
、
二
区
の
鈴
木
俊
一
候
補

は
小
選
挙
区
勝
利
、
一
区
高
橋
比

奈
子
候
補
、
三
区
藤
原
崇
候
補
は

惜
し
く
も
小
選
挙
区
で
敗
れ
た

も
の
の
、
比
例
で
復
活
当
選
と
な

り
、
無
事
に
支
援
し
た
全
て
の
候

補
を
国
政
に
送
り
出
す
こ
と
と

な
っ
た
。 

憲
法
改
正
へ
の
道
が
現
実
味

を
帯
び
る
中
、
国
会
議
員
・
地
方

議
員
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
と
も

支
援
活
動
を
通
し
、
連
携
を
強
化

し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

尚
、
今
回
の
支
援
活
動
は
先
述

し
た
国
政
報
告
会
の
成
果
に
よ

り
時
局
対
策
委
員
会
を
中
心
に

活
動
を
幅
広
く
展
開
、
初
動
で
は

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
活
動
な
ど
を
行

う
こ
と
が
出
来
た
。
神
社
行
事
も

多
い
中
、
会
員
を
快
く
活
動
に
送

り
出
し
て
い
た
だ
い
た
各
社
宮

司
他
先
輩
神
職
に
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。 

 

活
動
の
概
要
は
左
記
の
通
り
。 

 

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
活
動
（
公
示
前
） 

事
務
所
支
援
（
ポ
ス
タ
ー
貼
、

証
紙
貼
、
郵
送
支
援
、
電
話
作
戦

等
） 街

頭
演
説
・
個
人
演
説
会
支
援

並
び
に
動
員
（
会
場
設
営
・
受
付

業
務
等
含
） 

決
起
集
会
支
援
並
び
に
動
員

（
会
場
設
営
・
受
付
業
務
等
含
） 

活
動
者
延
べ
六
十
三
名
。 

  

  

 

 

 

  

神
政
連
青
年
隊
活
動 

～
第
四
十
八
回
衆
議
院
議
員

選
挙
支
援
活
動
～ 
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例
年
当
会
が
奉
仕
し
て
い
る

収
穫
感
謝
祭
は
盛
岡
少
年
刑
務

所
に
て
十
月
二
十
一
日
（
土
）
に
、

盛
岡
少
年
院
に
て
十
一
月
二
十

九
日
（
水
）
開
催
の
依
頼
を
受
け
、

髙
橋
会
長
を
は
じ
め
会
員
が
そ

れ
ぞ
れ
奉
仕
を
行
っ
た
。
ま
た
、

一
條
教
誨
師
に
典
義
を
奉
仕
い

た
だ
い
た
。 

 

三
方
に
盛
り
つ
け
た
野
菜
を

当
会
会
員
が
受
け
取
り
、
伝
供
に

よ
り
神
前
に
供
え
た
後
、
参
列
者

が
感
謝
を
込
め
て
拝
礼
し
た
。 

 

平
成
二
十
九
年
度
の
会
員
懇

親
会
は
、
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
盛
岡

を
会
場
に
十
一
月
七
日
（
木
）
開

催
さ
れ
、
会
員
三
十
名
が
参
加
し

た
。
今
回
は
創
立
七
十
周
年
を
見

据
え
、
二
十
四
代
荒
木
会
長
、
二

十
五
代
山
下
会
長
、
二
十
七
代
𠮷

田
会
長
を
来
賓
に
迎
え
、
当
時
の

思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
温

か
い
励
ま
し
の
言
葉
も
賜
っ
た
。

話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
日
の
出

を
迎
え
る
ま
で
語
り
あ
っ
た
会

員
も
あ
っ
た
。 

 

 

吉
田 

豊 

会
員 

 

長
男 

祥
（
し
ょ
う
）
君 

 

八
月
三
十
一
日
ご
誕
生 

 

活
動
報
告 

（
自
平
成
二
十
九
年
六
月
至
十
二
月
） 

六
月
八
日 

第
一
回
役
員
会
・
岩

手
護
國
神
社
清
掃
活
動
（
盛
岡

八
幡
宮
） 

七
月
五
日 

日
本
の
憲
法
を
考

え
る
講
演
会
（
プ
ラ
ザ
お
で
っ

て
） 

七
月
二
十
六
日 

第
二
回
役
員

会
・
岩
手
護
國
神
社
清
掃
活
動

（
盛
岡
八
幡
宮
） 

八
月
七
日 

第
八
回
親
子
禊
錬

成
会
（
宮
古
市
熊
野
町 

熊
野

神
社
社
務
所
・
浄
土
ヶ
浜
海
水

浴
場
） 

     

八
月
二
十
七
日 

国
政
報
告
会

（
北
上
市 

蔵
の
間
） 

九
月
二
十
五
日 

第
三
回
役
員

会
（
盛
岡
八
幡
宮
） 

十
月
八
日 

復
興
支
援
活
動 

鵜
住
神
社
渡
御
祭
奉
仕 

十
月
二
十
一
日 

盛
岡
少
年
刑

務
所
収
穫
感
謝
祭
奉
仕 

十
月
三
十
日
～
三
十
一
日 

第

十
六
回
神
道
政
治
連
盟
時
局

対
策
連
絡
会
議
（
自
民
党
本
部
） 

十
一
月
四
日 

第
四
回
役
員

会
・
会
員
懇
親
会
（
ホ
テ
ル
ロ

イ
ヤ
ル
盛
岡
） 

十
一
月
二
十
日 

東
北
六
県
神

道
青
年
協
議
会
懇
親
事
業
（
弘

前
市
民
体
育
館
） 

十
一
月
二
十
六
日 

藤
原
崇
議

員
を
囲
む
懇
親
会
（
三
寿
司
） 

十
一
月
二
十
九
日 

盛
岡
少
年

院
収
穫
感
謝
祭
奉
仕 

 

  

発 

行 
岩
手
県
神
道
青
年
会 

住 

所 
二
戸
市
福
岡
字
松
の
丸
二
一
呑
香
稲
荷
神
社
社
務
所
内 

電 

話 

〇
一
九
五
‐
二
三
‐
二
〇
四
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
九
五
‐
二
三
‐
八
九
〇
三 

祝
ご
誕
生
！ 
盛
岡
少
年
院
・
盛
岡
少
年

刑
務
所
収
穫
感
謝
祭 

平
成
二
十
九
年
度 

会
員
懇
親
会 


